
概要
　豊かな自然環境に恵まれている二宮町において、町内の地形等を活かした再生可
能エネルギー導入の可能性を含め、計画を策定します。

施策評価シート（平成28年度実績）

基本構想 環境と風景が息づくまちづくり

重点的方針 町の環境を活かした再生可能エネルギーの地産地消等の可能性検討

基本計画（分野別方針）事業名 実施計画
事業数 総合評価

（１）低炭素社会の形成 1 A

意見等

　環境と風景が息づくまちづくりを実現するために、町の環境を活かした再生可能エネル
ギーの地産地消等の可能性検討は重要な施策であることから、各種取り組みを推進した
が、実行計画（区域施策編）を策定するためには、町民意識の向上が優先すべき事項で
あるとのことから、基本構想の達成に向け、重点的方針全体を見直す必要がある。
　今後さらに推進するために、国や県のエネルギー政策や産業政策の今後の動向を注視
しながら、本町の実情を踏まえ、町民団体や民間事業者が実施する再生可能エネルギー
事業に対する支援の手法について検討を進めるとともに、協働して推進するための基盤づ
くりを行う。

課題
（箇条書き）

・地球温暖化対策検討委員会を開催し、「二宮町における再生可能エネルギー導入の可
能性（適性）」、「再生可能エネルギー導入を含めた地方公共団体実行計画（区域施策編）
の策定」について検討を行い、町民の温暖化対策の意識付けを行う等、基盤づくりを優先
すべきであるという方向性を見出すことができた。

総
合
評
価

Ａ：妥当性、有効性、効率性は良好のため、引き続き施策を推進する
Ｂ：妥当性・有効性・効率性は良いが、一部改善し推進する
Ｃ：施策を推進するためには、事業を改善する必要がある
Ｄ：施策全体を見直す必要がある

Ｄ

説明

　実行計画（区域施策編）の策定に際しては、区域の温室効果ガスの排出量の現況推計
や将来推計を算出する必要があり、これには相当の時間を要するため、現状では策定す
ることは難しい。そのため、まずは、町民の温暖化対策の意識付けを行うための基盤づくり
を優先的に行っていることから、基本目標の達成に向けて、施策全体を見直す必要があ
る。

方向性

　「COOLCHOICE（賢い選択）」の賛同者拡大による温暖化防止に関する機運の向上を
図る。
　地球温暖化対策検討委員会の検討結果を踏まえ、民間事業者による再生可能エネル
ギー事業の導入促進に向けた支援等について、温暖化対策事業化実施研究会で検討す
る。

◎最終評価者[庁内評価委員会]
Ａ：妥当性、有効性、効率性は良好のため、引き続き施策を推進する
Ｂ：妥当性・有効性・効率性は良いが、一部改善し推進する
Ｃ：施策を推進するためには、事業を改善する必要がある
Ｄ：施策全体を見直す必要がある

Ｄ


